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「防災と環境との調和に関する
技術の伝え方」

日本大学理工学部土木工学科

環境水理研究室

教授 安田陽一

話題提供内容

•川の中の石組みとは？
•石組みを導入する利点とは？
•石組みは職人技ではなく技術力
•石組みのヒントはどこに？
•石組みにおける魚の利用
•河床低下防止の秘訣
•礫設置による河川環境改善の可能性
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川の中の石組みとは？

礫の重なり方に注目
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礫がどのように重なり合っているのか

洪水時の流れ向きは？
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石組みを導入する利点とは？

堰上げ効果
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堰上げ効果その２

水制機能
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石組みは職人技ではなく技術力
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石組みのヒントはどこに？

20 to 30 
degrees

礫の重なり方
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石組みの実験
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1 列設置の場合 

Case 1（石を置いた場合） 

 

Case 2（石を組んだ場合 傾斜角度を 20 度程度にした場合） 

 

 

Case 3（石を組んだ場合 傾斜角度を 45 度程度にした場合） 

 

 

2 列の場合 

Case 4（石を置いた場合） 

 

 

 

Case 5（石を組んだ場合 はじめの傾斜角度を 20～30 度にした場合） 

 

 

 

限界掃流力以上の力
が作用した場合
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石組みの魚道

石張りの魚道
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河道整備された河川の課題
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河床低下による地下水の流出
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産卵床が形成された箇所が露岩した状態

水制が設置されさらに露岩が進行
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河床が露岩した状態（動画）
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河床低下し河川構造物直下で落差
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渓流で見られる淵が小礫に埋まる？
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河道断面の考え方
（高水敷が確保できる河道の場合）
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中小河川の河床形態
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豪雨によって輸送された砂によって汽水域に15ha規模
の干潟が形成
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Q = 7.7 m3/s, B = 12 m, d50 = 0.25 m, i = 1/100
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Q = 10.5 m3/s, B = 12 m, d50 = 0.25 m, i = 1/100

Q = 23.5 m3/s, B = 12 m, d50 = 0.25 m, i = 1/100
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Q = 50.5 m3/s, B = 12 m, d50 = 0.25 m, i = 1/100

Q = 107 m3/s, B = 12 m, d50 = 0.25 m, i = 1/100
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Q = 107 m3/s, B = 12 m, d50 = 0.25 m, i = 1/100

まとめ

•「いなす」技術を身に付け，有効活用する

•礫を利用した流れの改善は有効

•石組みを河川技術に導入することが重要

•礫空間が水生生物の生息，移動に有効

•礫の利用が防災と環境との調和に寄与
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ご清聴ありがとうございました


